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研究成果の概要（和文）：　二つのこれまでに行われたことの無い質問紙調査を行い、世界における社会学の国
際化に関する基礎データを取得することができた。そのデータを分析することによって、ヨーロッパ社会学と東
アジア社会学の間には社会学の国際化に関してはそれほど大きな差は認められないこと、しかし社会学の国際化
の形態に関しては、ヨーロッパの場合には国際化が研究者のキャリアにおいて通常のことになっているのに対し
て、東アジアでは最大限のコミットメントを要する出来事であること、また東アジア内部では、台湾・韓国タイ
プ(留学と研究者になることがセットである）と中国・日本タイプ（両者がセットではない）とが分かれること
が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：We conducted two questionnaire surveys to participants of the 14th World 
Congress of Sociology and member of the Japan Sociological Society on internationalization of 
sociology. These are the first surveys of this kind. We got very important basic data. By analyzing 
the data, we found the following conclusions.(1) Percentage of cross-border transaction (study in 
abroad, doing research in abroad, teaching in abroad) is not so different in European sociology and 
East Asian Sociology.(2) The difference in the forms of cross-border exchange activities between 
European and East Asian scholars is hop-on-hop-off interaction with foreign countries among 
Europeans and committed time-consuming self-investment interaction in foreign countries among 
Asians. (3) Taiwanese and Korean scholars tend to invest more than Chinese and Japanese counterparts
 in their transnational scholarly transactions.　

研究分野： 社会学
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１．研究開始当初の背景 
 日本の社会学の国際化は、日本社会学会が
その創設メンバーの一人であった国際社会
学会における活動を一つの軸として進めら
れてきた。そこで国際社会学会の世界社会学
会議を日本で開催することが長年の課題に
なっていた。それが２０１４年に実現した。
そこで、世界社会学会議を研究し、そこにお
ける日本社会学の位置を確認し、さらなる日
本社会学の国際化を推進するためにはなに
が必要なのかを発見することが焦眉の課題
になっていた。 
 
２．研究の目的 
 第１４回世界社会学会議横浜大会を組織
すると同時に、それを研究し、そこにおける
日本の社会学の位置を確認、記録すること。
その考察に基づいて、日本の社会学のさらな
る国際化には、何が必要であるかを見出し、
日本の社会学の研究・教育における国際化の
促進に資すること。 
 
３．研究の方法 
 問題に対するまとまった研究、データが無
かったために、基礎的なデータを取得するた
めに、世界社会学会議、日本社会学会を対象
に経験的な社会調査を行った。この二つのデ
ータを分析・比較しながら、日本の場合と世
界の社会学の場合の異同を明らかにし、それ
らの結果を日本、東アジア、世界の国際研究
集会で発表し、それぞれの社会学が持つ特徴、
メリット、デメリットを明らかにする方法を
取った。 
 また世界社会学会それ自体を正確に記録
することを目指した。それがどのように組織
され、日本の社会学者はそこでどのような活
動を行い、また学会が日本社会、とりわけ地
域社会や若者にどのようなインパクトを持
ったのかという点まで記録した。 
 
４．研究成果 
 第１４回世界社会学者会議は、６０００人
以上の参加者を集め、日本の社会学の評価を
高めることに成功した。世界社会学会議参加
者を対象にして、社会学の国際化、教育と研
究におけるキャリアに関する調査を行い、こ
の分野における今までになかった基礎デー
タを得ることができた。さらに、日本社会学
会会員を対象とした「社会学の国際化に関す
る調査」も行い、この問題に関する、これま
た初めての基礎データを得ることができた。 
 得られたデータを様々な統計手法によっ
て分析した結果、３つの結論を得ることがで
きた。第一は、３つのタイプの国境を越える
活動（海外で学ぶ。海外で研究・調査、海外
で教える）については、ヨーロッパ（イギリ
ス、フランス、ドイツ）の社会学者と東アジ
ア（韓国、台湾、中国、日本）の社会学者と
の間には、著しい差異はないと言うことであ
る。第二は、この３つのタイプの国境を越え

た活動を一つ一つより詳細に検討してみる
と、ヨーロッパの研究者は機会に応じて、い
ろいろな海外活動にコミットするのに対し
て、東アジアの社会学者は一つの海外活動に
時間をかけて深くコミットするという、大き
な違いがある、ことである。 
 第三は、東アジアの社会学者の間には，国
境を越えた国際的な活動により深くコミッ
トする台湾、韓国のパターンと、それほど深
いコミットしない中国、日本のパターンがあ
る、ということである。 
 国境を越えた研究・教育活動にそれほど投
資しないタイプに属する日本は、社会学の国
際化のために何をなすべきか。この問いに対
する一つの回答は、分析結果を提示した様々
な国際会議における討論から得られた。「日
本の社会学がなすべきことは、最も身近な地
域国際学会をつくり、そこにおける共同研究
において国際化を進めると同時に、国内に世
界で評価される国際ジャーナルを作り上げ
ることである」。 
 前者の課題は、東アジア社会学会が作られ
つつある。この動きに、本研究チームからも
多くの人が参加している。また後者に関して
は 、 既 に 日 本 社 会 学 会 の 英 文 機 関 誌
International Journal of Japanese 
Sociology があるので、それを年複数回出版
できるように改善してゆくことに依って、実
現することができる。 
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